
 

 

 

  世界は新冷戦の時代へ!! 【左半】中国・ロシア・イランの国際ネットワーク ＶＳ アメリカ合衆国・日本・オーストラリア・（インド）の国際ネットワーク【右半】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 08月 15日 第 35巻 20号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

 世界の「軍事関係」は同時に「経済関係」につながっています。アメリカ合衆国と中華人民共

和国がそれぞれ経済的な覇権＝経済的な支配ないし優位性を保とうとするがゆえに軍事的のも対

立しているのです。最近の軍事関係は、アメリカが数年内に経済力で中国に凌駕（りょうが）さ

れる＝負けることが確実になったから、これではいけないということで、ドナルド・トランプさ

んやバイデンさんが、日本とオーストラリアとインドを仲間に入れ、（これをクアッドと呼びま

す）さらに EUやロシアにも働きかけて、中国の発展を妨害しようとしていることから始まった

ものです。私たちの国日本はアメリカと中国との双方に経済的に大きなつながりがあり、古くか

らの歴史や最近の軍事や政治の歴史からみても双方に深いつながりがあります。ぜひとも争いを

避けてもらいたいと思います。とりわけアメリカについては、これまでのような独善的な「世界

支配」をあきらめて、世界の国々との共存共栄を目指してほしいと願っている国や人は多いと思

います。ドイツやフランスは、アメリカの傲慢な姿勢に辟易（へきえき）しているので、日本 

のように、アメリカの言いなりになるつもりはないようです。 

【右上】はニューズウイークの最近のアメリカの世論調査の結果なのですが、こ

の数字を見ても、「世界平和」という視点からは、アメリカではまともとされる民

主党の方が、トランプさん率いる愚かな共和党よりも危険な政党であることがわ

かると思います。世界の分断という傾向は、実は平和主義者として高く評価され

ている J・F・ケネディ大統領から始まったことなのです。難解すぎますよね。 

国際連合はいつも世界平和を目指しています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代が学べる 志 成 館 

【左】の赤枠は NEWSWEEKの記事なのです

が、公平な目で見ても、確かにバイデンさん

もトランプさんもアメリカによる「世界単独支

配の維持」という重病にとりつかれていると

思います。だからＥＵは同調しないのです。 

【左】【上】 これらの記事からわかることは。実は「中国

も韓国も日本と仲良くしたい」のです。しかしアメリカが焼 

きもちを焼いて、仲良くなるのを妨害しているのです（泣）。 

【上】これもＮＥＷＳＷＥＥＫの記事なのです

が、中国はまだ未熟な点が多い国であるという

ことは否定できません。しかし地球環境が壊れ

ている現代では、自分や自国の繁栄だけを優先

する「資本主義」よりも、貧しい国民や世界全

体を豊かにしようという「社会主義」中国の方

向性の方が時代にあっているように思えます。 

【上】バイデンさんは、中国と戦争をしやすいようにロシアを訪

問したのですが、これ第二次世界大戦が始まる前にドイツのヒト

ラーがしたことと全く同じなのですが、わかりますか？ 

【下】アメリカがあまりにも

イランをいじめるので、イラ

ンでは反米強硬派の政権がで

きました。日本とイランはも

ともと仲が良いのですが。 


